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シヴ’一べ氏に金牌を贈ろ僻
のム笑麺叢故Mエジヨンソン
　Hシラーべit1826年（今から正しく一’百年前）より四十年間，太陽面上の黒鮎観測
た遂行して，遂に黒黙の出現が十年鈴の週期潜有するこ鋤磯見し気品を驚かし
之れた槻ミして，太陽學史に一大轄機々與へず：。チウリヒ大學のチJVフ敏授等に實
に此の獲見に刺戟されて，かの有名な永績凝測を始むうに至つナこものである。
　十九世紀の申頃に至って，黒黙の週期攣動ミ關連する地磁氣其の他の週期が予見
ぜられ杢宇宙た統一的に司配する新威力の暗示ヒなって，一旦行き詰りかけ六天文
學が全く新しい陣容に復活し始めナこ。此等の薪機運の根元心なすものtして，上野
ロ　e一ヤル天丈學會ば1S57年二月十三日の定期年會9席．ヒ・シゾーべ氏に名吟ある金
牌だ囎つ7；o此れば其の席で，’蒔田ツヨンソン氏が述べ7こ演親である。一塊の日，
シワ㌦べ氏に式場に列席する｝が出來なかったので，金牌に力可ントン氏が名代ε
して愚な受け，カリン1・ンから更に其れitシプーべ氏に傳達される＝ミになつf；o
　演説に其れ自身ピして興味あるばかりでなく，今よリ六十八年前の學界が如何な
る問題ビ氣分書為有って居ナこかを知るナこよりにもなるであらう。（何者山本Rilす）
皆さん，
　さて今，吾々は，會の順序により，金牌贈呈に移ります。之れは，既に皆さ
ん御承知の如く，評議會の決議により，太陽黒味の週期慶動の獲見者たるシブ
ーペ氏に贈るのであります。
　そもそも，ハイ㌧リヒ・シゾー一A“氏は，猫逸デサウ公開の首都デサウ市に住ん
で居られます。多方，同地の生れなのでせう。同氏は何も別に職業上の勤めミ言
ふのでも無いのに，長らく理學の研究に意を注ぎ，實は本會の吾々が知って居る
以外の學術方面にも著しく名を墾けて居られるのであります。私が聞きました
所では，シゾーペ氏は色々の事蹟の中にも，植物二者ミして優れて居られ，未
だ出版されては居ないやうですが，デサウ附近の植物誌を編まれたこεもあり
ます。
　シゾーベ氏が，今吾々に縁の深い方面の研究に入’られテこのは1826年であり
ました。其の研究の動機εいふが，何か特別な考へが在ったのに依るか，又
は，ただ，一般の研究慾から，今まで永く世人が忘れてゐナこ此の著しい現象の
法則を徹底的に知らうSいふのに在つtか，私は知りません。同氏Sても自已
が獲得しナこ此うしナ謡吉果を始めから豫期して居られナこのではあのます9．い。し
かし叉，假りに氏が其れを豫期して居たεしても，此の研究の最初から取られ
tr方法より・も最つε適確なやり方が在らうミは思はれません。ミにかく，氏に
何等かの観念があっナこにしても，近頃の人々よりも最つε熱心に太陽黒黙を観
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ナこ十八世紀の學者ナこちの意見を借りたのでないニミは確かであります。
　1739年にカイルは其の著「物理天文學入門」の第253ぺ1ジに，太陽黒帯は
「出現にも漕滅にも一定の規則無し」
i言って居りますし，工740年，カシニ第二世は其の著「天文學概要」の第一
巻第82ページに
「其の生成，其の藪，其の形状等に確定的の法則無きものの如し1
ε書いて居り，1746年，ルモ＝xは「天文學教科書」の第83ページに
「其の出現には何の法則も無きものらし」
ε書き，1764年，ロングは其の「天文學」第二巻第472ページに
「太陽の黒鮎は其の形状大きさ，籔，及び出現蓮綾の時聞に全く法則無し」ミ
言ひ，叉，ラランドは1771年目著「天文學」第三巻第3131節（第二二版）に
「太陽黒黙の現象には些の規則も無し」
S言って居ります。更に又，ドラムプルも，1814年に著した「天文學」の第20
ページに，太陽黒黒のこざを述べて，
「そは吾入に有用S言ふよりも，むしろ珍奇なるのみ」
ε書いてみるので，ほ“　；lilN；の意見も知れます。
　ごにかく，シゾ1べ氏の黒黒占に塗する考へが如何なるものであっナこにしても
同氏が此の研究に着手されナこ時には，黒鮎の週期性が一般には認められては町
なかつfeものであって，從って，，氏は世入が豫糊して居た一法則を輩に確かめ
ナこミ言ふばかりでは無く，全く，あらゆる意味に於いて其の嚢見者であっナこの
であります。私が讃んだものN中で最初に（そして，甚だボンヤリε）此の事を
暗示してみるのは大リトu一の書いたグーレルの「物理學藁」でありまして，其
れの出版されたのは1836年でありますから，EPちシゾー〈ご氏の観測を開始し
てズツε後であります。
　前に申しましたやうに，シゾ1べ氏が襯測を始められナこのは1826年であり
ますが，其の結果は，1838年四月に出ナこアストミシエ・ナ・・リヒテン誌第350
號に嚢表されたのよりも早いのは有りますまい。此の雛誌に，氏は前後十二年
間の観測の概要を述べ，週期性の現はれが明らかでありましたから，氏は先き
の見込みを豫想し始めナこに違ひありますまいが，然し其の黙を氏は言及して居
られませんし，又，此の文は天文家一般の注意を惹かなかったらしいです。
　此の時から，氏は簿年ナ・・リヒテン誌に結果を機表されましたが，1343年，
極大極小の二週期を通過しナこ後に，氏は甚だ明明深く，今までの観測が週期性
を現はし，其れが此の年の結果によって確かめられた事を報告されました。し
かし此の闇題は爾齢り人の澁意を惹きませんでしナこ。私が知り得ナこ限りでは，
此の事を取り上げたのは雌蝶ルミユツ天文豪長εして健闘されるユリウスeシ
ミト（當時圏ムブルグに居られfこ）であります。しかし，吾がデサゥの此の墨田
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者は別に悲しみもせす，其の大田見の更に新しい謹嫁を集め綾けましk。燧に
1851年，弱れがアレキサンデル・フォン・フンボルトの有名な「宇宙」第三巻に現
はれましナこ時，全く新奇なものXやうに世に出ましたが，實は此の秘密はi究に
八年も前に登表されて居たのです。
　さて，皆さん。シゾiべ氏が此の結果に到着せられナこのは如何なる方法ε手
段Sによるのでせうか？其れは氏が繭にも述べましナこナノ・リ［テン誌第350號
に書いて居られますQ
　氏の器械はフラウンホ］フアの作った二つの望遠鏡で，一は三呪傘，他は六
事であり，倍率は四十五，六十四，九十六の三種，但し最後のものは特別な場
合にのみ用ゐられtcのです。封物レンズのロ径は普通一吋四分野三ミニ吋牟ε
に縮めちれ，削れにより，色ガラスを保護するこεX，叉，普通ならば用ゐら
れないやうな淡い色を用ゐましtc。特に氏はミュンヘン市から得られた或る種
の青色ガラスを推賞して居られます。
　カリントン氏の談によれば，シゾーべ氏の観測皇は其の自宅の上暦の小さな
一室であるそうです。
　氏の器械同義，其の観測方法も簡輩でありまして，或る詩入の言葉に
　　　　　　　　　　　　　　　　　“‘Servetur　ad　imum，
　　　　　　　　Qualis　ab　incepto　procesg．　erit，　sibi　constet　；”
ミある如く，観測の全期を通じ，始めから終りまで，決して記録や分類の方式
を攣へられませんでしナこ。
　氏の糊測法は，個々の黒貼を其の出現の順に番號を附して記録するのであり
まして，一年毎に此の番號を新らナこにします。黒貼を数へるのに，同一の孚暗
部に包まれて個々の士別の付かない黒鮎の集團を一つの群ε認めるε同時に，
一つづS離れ離れの黒鮎も亦一つのcr　S同等に取扱ふのです。氏の言によれば
「……故に，見える下鮎の藪は望遽鏡の良し悪しによって大毒に違ふものであ
って，時々は，幾百（幾千ミいふ数には探しなくεも）個の黒鮎から成る一事も
或る場合に，翠なる黒黒占ε同様に，只一つの番號を附せられたに過ぎないこε
がある。しかし，太陽の黒鮎は集團を形作る傾向が甚だしいため，一年間も見
てみる中には，他の観測者も自分も其の観測した黒鮎番数には結局大差が無い
であらう。」
ε言って居られます。しかし，氏の報告を吾々が特に注意させられる貼は，氏
が黒鮎群の絶弾糸如何には飴り重きを置かす，只，年々の黒黙群の比較数のみ
を重大観されるこSであります。
　氏の研究結果は，諸君の御承知の如く，太陽黒鮎が殆んさ十年に近い週期を
以って最多最少の相を繰り返すSいふこεを，もはや確定事實ε認めるまでに
得られたのであります。
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　　しかしシヅ1〈ご氏は精密な週期を決定し得ナこS．．思って居られないやうです。
　此の週期は多分攣動ずるらしいです。例へば，氏の翻測の二十七年聞は翻測精
　果が極めて規律的に見えましたが，最：近三年間は之れが多少不規則の徴候を見
　せて居ります。以前の観測から推せば，最少期が1853年に寄るべき筈である
　のに，實は1856年まで其れが來ませんでし≠二。
　　早れが氏の三十年問にわたる研究史の概要でありまして，私は其れを可なり
　詳しく申しましナこ。
　　御存じの通り，器械は極めて簡軍なものであります。何よりも先づ其の観測
　計蚕が，他の総ての理学研究に於けるε同醸に，思想ε叡智ミの働らき～一ナ
　ハリヒテン誌の中にシゾ！〈ご氏の報告文を讃む人は誰も皆見逃がすこミの出凍
　ない此等の性質一一を要求するものであります。此の計査が立てられた以上，
　それからは熟練よりも纏験によって之れを斜行し得られたものであります。
　　本寺評議會が，今般，本會の最高の表彰をシゾーべ氏に贈るこミを適當ミ認
　めましナこのは，此の観測の計蚕や，其の他此の研究に附随する特劉な困難に封
　するものではありません。評議員tちの意は，氏が非常なる熱心S蜷まざる努
　力εによって此の研究を成功の域にまで齎らしたこミに封ずる奪敬の念による
　ものであります。
　　前に申しました襟に，始めの十二年間を，氏は自己の満足するナこめに費しま
　しナこ一一一其の次ぎの六年間ミ，更に其の次ぎの十三年間は廣く入類の満足ε智
　識εのナこめに費しましナこ。前後三十年の間，毎日デサウの室に輝やく太陽面
　は，シブi〈ご氏の飽くなき望遠鏡によって監観せられ，それは實に毎年李均三
　百日の割に達しましナこ。ですから，氏が毎日一度だけ観測しf一．’S一しましても，
　氏は今までに九千回の観測を重ねたわけでありまして，其の間に，氏は四千七
　百個の黒貼群を嚢見したのであります。是は永い天文史に例の無い献身努力（或
　は不屈不ee　Eも申したい）の模範であるご思ひます。此の一一・一人の努力により，
　二百年間の天文家たちの疑問を解く現象を明らかにしたのであります。
　　此の引例を吾々は見失って了ひたくはありません。世間には，天文學が門出
　く行き詰つナこε言ひます。（課者曰く，此れは當時の天文學界の輿論であっナこ
　のである！！）ε言ふのは，郎ち，吾人の知り得るこミは今は皆知って了つたさ
　の意味でありませう。なるほき，天文學は最も完全な下問でありますから，或
　る意味に於いては最も行き八つナこものxSも言へます。しかしながら，此のデサ
　ウの臨の天文家の教ふ所によれば，まだまだ吾人の儲り出すべき費の山は澤山
　あります。尤も其れは深く埋もれてありますから，一概の忍耐ミ注意：εを発つ
　て之れに當らなければなりません。シブ1べ氏が研究しナこ太陽黒鴨の如く，當
　つて見て参る結果に到着するやうな望みのある方面も，決して少なくはありま
　すまい。
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　今摺の心に思ひ浮ぶ所で，このシヅー・“’氏の例に比べられる忍耐力の新例は
　ドリーセンのヘンケ氏でありませう。同氏は新遊星を捜すために十五ケ年の時
を費し，塗にアストレアの登見ミなりましkが，此の事件はハィンド，デ・ガ
スパーリス其の他の人々に刺激を與へ，爲めに，今は吾が太陽系中の既知の員
撒が四倍にも薄しましナこ。此等の成功は，何れも天才にして始めて成し遽1ナる
ミいふ性質のものでは無いかも知れません一一が，しかし，Eにかく，天才ε
調帯に世に稀な精紳の齎した結果でありまして，全く之れは，世の中に天才の
みでは患來ない他の方面があるこざを示すものであります。
　ユリウス・シミツトの観測や，一八四九年以來近頃までベルンに居られたラ
ルフ教授（今はチウリヒに居られるξ思ひますが）が規則正しく蕨測された太陽
三野の結果は，共に，シブーべ氏の結論の正確なこミを良く立毛してゐます。
しかし，此等の研究者たちの護表したこεが，以前の學者たちの意見こ果して
如何ほさ閥係してみるかは速籔が出來ません。此等の問題を深く研究されナこテ
．ルフ数授が，藪年前，〈ごルン理多雪紀要に黒黒の和見されたi61i昏昏來様々
な書物や海版物に散在してみる臆ての文献をまミめて叢表され，其れ等のもの
ミ，近頃の観測εの比較研究から，11・1年εいふ早期を得られましナこ。私は，
此の論掌中に表はれてるる野作や誠實をけなすわけではありませんが，曹う
も，其れに用ゐられプこ材料が未だ不充分だこ思ひますから，糸；，論には儲り大き
な信頼を置きかねます。何故ε言へば，昔の観察者たちは黒黙の敷よりもむし
ろ，其の物理性質や自韓蓮動なさに重きを置いてみたのですから。それに爾，
私が知る限りでは，彼等の中で或る時間一一例へば二三年以上にわたり連濁観
測をやつずこのは，只シヤィナ；xSデ1ラムミニ人きりなのですが，シャイナー
は圭εして黒鮎の物理性を重要視し，デ1ラムの研究（翠陰雄風，1711年號）
は邸興的なのですから。
　シワレぐ氏は，黒鮎の性質や起原について徒らに室想をテこくましくせす，弓
削等の著しい現象だけを最も忠實に見，かうした観測の要黙をナハリヒテン誌
第473號に護表されましナこ。其の報告中に，氏は，敢へて珍らしい現象では無
いけれさ，ミにか負響く行はれてるる學説一一帥ち，黒門ミは，輝いた雲の
割れ目を通じて其の内部の周艦の表面が見えてみるのだεの説では到底説明し
得ない現象に注意を惹かれましナこ。サi・井リアム・ハ1シェルの此の設は，
御承知の通り，黒瓢の主な現象を適當に解説するに充分でありますが，しかし
シゾiべ氏が示摘されナこ黙は次の如きものであります。撃ち，此の読では，・孚
暦部に園まれナこ黒盤が，太陽面の橡に移って行きますざ，透視書法の理により
牟曙部の中心を外れるやうになって，太陽の中心に近い方の牛暗部は他の方よ
りも幅がせま・くなるεいふのであります。こNまでは総て良く了解出陣ます
しかし，それならば牛暗部の元功が一様に何故輝やかないのでせう？時々観察
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　される所によりますミ，太陽中心に近い方の中暗部1よ暗灰色で，其の切封側は
　明灰色εなり，其の明灰色の部ε黒貼の心核εの間には，太陽面ε岡じ程の光
　りの線が見えテこりします。
　　倫又，氏の記す所によれば，暫し太陽黒鼠は洞穴なり・こいふ説を始めて唱・N
　テこアレキサンダ1・井ルソンの意見に反封ずるやうな現象が稀には見えるので
　ありまして，アラゴ｝の書いナこサ1・井リァム・ハ1シェル傳に縁りますミ，
　此等の珍らしい現象がフランシス・ララストンやラランドをして井ルソンに反
　i封せしめた：ミ言ぴます。その現象εは勘」ち，牟培部に園まれた黒髪が，太陽面
　の橡に近づきます時に，始めから終りまで，暗部ε牛暗部εが相封的に何の跳動
　をも示さない揚合もあるミいふのです。回れは確かに洞穴読に反封ずるもので
　あります。尤も，アラゴ1は此の批難が當らないε言ってゐます。其の意見に
　よれば，此の場合には，太陽光球の聖断側の部が傾斜になってみないのだε滲
　へるのです。しかし，元々，ヰルソンの説によれば，そもそも傘暗部なるもの
　が此の光球面の傾斜によって始めて生じるε言ふのでありますから，アラゴ｛
　の説明は，實は井ルソン説を辮護してみるものではないのです。サ1・W・ハ1
　シェルに嫁れば，太陽の固艦ミ光球εの間には今一つの暦があるεいふのです
　が，此れでは，此の中間暦が牛暗部εして見えてみるわけです。故に，此の層
　が，光球暦よりも可なり低いものならば，相互の移動が是非見えろ筈ミなりま
　す。シゾーべ氏の意見によれば，今此の問題のやうな槍合が起つナこミすれば，
　それは第二暦がぐつε上製まで上つナひめに，光球面からは殆ん♂下ってみな
　いεいふのです。
　　氏が重要視してみろ爾一つの現象があります。それは「光黒身」（Licht一∫iod（CL）
　ミいふものですが，氏は之れを我が地球大氣の上居に浮遊してみろ微小物ε考
　へて居られます。しかし，私はこ・で絵り深入りして皆様の御退屈にならない
　やうに、只，興味のある方々は，ナハリヒテン誌第350號に載せられてあるシ
　ブーべ氏自身の記蓮を御覧になれば宜しいSのみ申して置きませう。
　　こXに，も一つ見逃すべからざる事があります。皆様既に以前から御承知の
　通り，磁針の指す方：角は日週愛動をやって居りまして，此の攣動は，太陽が子
　午線上にある時に最も大きく西に振れ，其の全速｝に，朝夕には東に振れます。
　尤も此れは正確な時刻を申してみるのではありませんが，しかし，今私共の考
　へる場合ミしては大剛左様申して置いて充分でせう。1850年頃に，ラモン1・
　教授が登表されナこ所に写りますε，此の磁針憂動は爾更に一種の響動即ち
　最大から最小へ，又，最小から最大へ，約十年で攣動します。同教授はミユン
　ヘンにでの自己の観測の研究から此の結果を得られナこのでありますが，其の後
　間もなく，此れは我が國のサバ4ン將軍のbロント及びホバートンに於ける磁
　氣観測によっても確められましナこ。しかし，サバィン將軍の研究詰果は，爾其
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の上に，磁針の最大最小の憂動が太陽黒貼の最多撒最少数の時ε正しく一致す
るこミを示してみるのでありまして，測れはうモント教授には見落されて居り
ます。1852年の三月十八日，此のサバイン將軍の論文が嚢表されるε，間も
なく，瑞西のゼネゾのゴiチエli敦授：三ベルンのラルフ教授：三がラモント教
授の論文be　一一讃して，全く無關係に，同じ結論に到着しナこいεふ報告がありま
しナこ。
　・此等の観測は皆殆んさ同じ時期に一一師ち1840年から1851年の間に一一
行はれナニのでdiりまして，只一回の攣動週期を含んでみるものなのです。故
に，此の種の観測は，禽叉，別の時期，別のll犬況の下に，信頼すべき結果が得
られるこεは最も望ましいのであります。εころが，殆ん汐全く豫期してみな
かったこ亡ですが，偶然ながら，幸ひ此うした齪測が與へられましナこ。
　磁針の日週顛動は，以前に，故アラゴ1氏の注意を勲心に惹いたものであり
ょして，其の南面の申には彼ならでは誰も及ばないやうな綿密な方法で種々勢
ls　1：に富んだ實験が行はれたこミが載って居ります。此等の實験は1820年か
ら1831年にわナこるものでありますが，ト1マンが之を研究しナこ所では，後年
に立見されたε同様の法則が現はれて居るさうであります。
　爾，問題は此れに止まりません。最近，ロ1ヤノ1學會に提出された一論文中
に，サバィン紐虫は，（前にも申しました同じ齪測結果からですが）トロントに
於いて，地磁氣の総ての分力が皆面魂な攣動をし．てるるこεを嚢表されましナこ。
此うしナこ一致を見せつけられては，もはや，こつの現象の關係の有無を疑ふこ
tSは，恰も，潮汐ε月Sの關係を疑ふに等しく，ごても許されないこε・思ば
れます。
　シブ1べ氏の鼻輪は，重要なる天文學上の一一事實の獲見でありまして，全く
回歴の關する範園内に訂します。此の著しい事件によって，氏の名墨は高めら
れ，又，其の毒見の磨糠は高められます。其の關係事項は，今後，箪に太陽構
造上の一事實ミしてのみに止らす，やがては，引力法則ε同様に，太陽系全膿
に及ぶ一宇宙原理の門を開くこミにもなり，叉地球ε他の世界εを結ぶ尚一っ
の連絡を直立し，燧には，誰も考へ及ばないやうな宇宙研究の究局にも達する
こiになりませう。
　　　（會長に，こ、で金牌たカ1ン］・ン氏に手渡して，伺段に次ぎの如く蓮ベナこ）
　S“うそ此のメタルをシブーベ氏に御傅へ下さるやう，そして，同氏が困難を
排して太陽黒鮎観測の勢作を歩行されたこεの能力ε熱心ざを本會が眞心から
賞揚する意思を傳へ，爾，氏が得られナこ結果E，又，此の嚢見の昇平が盆々重
要εなりつNある頼もしき未來εを心から観幅する意を傳へて下さい。更に，
氏の健康が永く保ナこれ，氏が始められた此の種の灘測が永賊して行くこεを見
られんこ：三を望みます。（終）
